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市の人口 (1月1日)

人口 40，469人
男 19，341人女

世帯数 10，180世帯

面積 240.93平方キロメートノレ

発行大洲 市役所

編 集 文書課

21，128人

(1) 

増築工事はじまる

利

率

日

歩

一

一

芳

三

厘

以

内

、

融

資

富

岡

一

一

一

O
番

の

か

け

か

た

一
担
保
と
保
証
人
、
返
済
方
法
な
ど
の
融
一
事
件
や
事
故
は
一
一
一

O
番
は
、
ど
こ
か
ら
か
け
て
も

一

資

条

件

は

指

定

審

議

事

、

愛

プ

二

O
番
'
一
震
で
す
。
か
け
か
た
は
、
次
の
よ
う

一
媛
相
互
、
東
邦
相
互
の
各
銀
行
、
八
幡
一
一
に
電
話
機
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

豆
浜
信
用
金
庫
、
宇
和
警
塁
悪
の
一
犯
罪
事
務
雪
一
た
と
き
、
大
沼
一
ち
が
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

一

一

ぎ

で

警

察

へ

知

ら

せ

て

い

た

だ

く

の

カ

一

ェ
定
め
る
方
法
に
よ
り
ま
す
。
一
二

O
一
番
手
。
二

O
番
が
か
か
っ
き
に
あ
わ
て
て
き
っ
か
な
い
き
に

設
一
菜
、
く
わ
し
い
こ
と
は
富
工
?
る
と
、
妻
で
は
震
で
す
ぐ
に
一
そ
の
か
け
か
た
を
よ
く
知
っ
て
お
き
ま

増
一
観
光
課
商
工
会
議
所
へ
。
一
パ
ト
カ
ー
に
連
絡
し
、
一
秒
で
も

?τ
ょ
う
。

の

一

一

現

場

に

急

行

し

た

り

、

緊

急

手

配

を

す

一

白

書

目

電

話

容

一

降

雪

被

害

一

る

な

Eて
、
事
件
や
事
故
の
解
決
に
一
言
書
ボ
ッ
ク
ス
の
青
霊
聞
は

一

一

つ

と

め

ま

す

。

一

電

話

機

の

横

に

つ

い

て

い

る

緊

急

呼

当

者

に

も

一

二

語

、

雲

君

主

出

器

の

ダ

イ

ヤ

ル

雲

Eつ
な

一

一

と

県

下

の

各

響

察

箸

に

設

け

ら

れ

て

お

一

が

り

ま

す

。

日
一
来
月
一
日
ま
で
一
り
、
年
間
の
書
数
は
約
一
万
七
千
件
一
実
電
話
・
ピ
ン
ク
霊

議

決

し

た

お

も

な

も

の

誌

の

と

お

り

裏

金

協

会

出

資

金

二

十

万

円

、

養

」

に

会

議

所

へ

に

も

の

ぼ

っ

て

お

り

ま

す

。

し

か

し

、

一

色

霊

か

ち

か

け

る

と

き

は

、

蚕
一
集
団
摩

J

地

育

成

事

業

・

稲

作

技

術

一

市

で

は

昨

年

末

の

降

雪

に

よ

っ

て

販

受

豪

の

四

分

の

一

は

、

ま

ち

が

い

や

一

必

ず

屈

の

ひ

と

に

申

し

出

て

、

カ

ギ

マ
一
般
会
計
補
正
予
算
l
補

正

総

額

は

浸

透

設

置

事

業

干

害

対

策

費

な

ど

一

一

言

で

被

害

受

け

た

中

小

企

業

申

告

を

一

円

花

以

前

制

約

川

町

刊

誌

河

詩

吟

色

っ

て

か

ら

か

け

四

千

七

宮

九

十

二

万

円

(

一

般

会

計

の

追

加

一

宣

二

十

九

万

七

千

円

、

畜

一

言

語

、

運

転

資

金

百

特

別

撃

を

行

一

っ

た

も

の

で

す

。

一

十

円

玉

を

入

れ

て

か

け

て

も

片

通

総

額

は

十

一

億

七

百

幸

五

万

九

千

産

業

関

係

費

百

二

十

二

万

八

百

、

一

市

で

は

富

士

山

に

あ

る

精

神

薄

弱

児

一

建

物

は

ブ

ロ

ッ

ク

平

家

塁

一

亘

ハ

平

一

な

い

ま

す

の

で

、

希

望

者

は

奇

商

工

一

と

く

に

最

謀

、

火

災
D
直
撃
救
話
に
な
り
、
み
な
さ
ん
の
声
量
察

円

と

な

る

)

こ

の

主

歳

出

の

お

も

一

市

道

の

新

設

改

良

質

二

百

七

十

九

万

一

翼

H

大
洲
学
園
μ

の
増
築
工
事
の
計
一
万
メ
ー
ト
ル
に
、
居
室
四
、
指
導
室
三
会
議
所
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
急
車
の
依
頼
な
ど
、
二
九
番
(
消
防

τ通
じ
ま
せ
ん
。

な
も
の
は
、
山
林
処
分
に
と
も
な
う
一
円
、
下
水
路
改
良
費
五
十
万
円
、
三
マ
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
惑
星
マ
山
木
喜
l
中
村
(
新
)
闘
を
き
め
、
こ
の
ほ
ど
着
工
し
ま
し
た
一
を
備
え
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
工
事
費
一
申
込
期
間
は
今
月
二
古
か
ら
来
月
二
署
)
と
ま
ち
が
え
た
通
話
が
ふ
え
て
い
一
@
加
入
電
話

経
費
里
一
互
二
千
円
、
豪
放
送
一
洲
・
審
小
学
校
校
舎
建
設
費
追
加
一
室
の
任
期
満
了
に
と
も
な
っ
撃
の
一
マ
石
川
寛
平
|
八
室
町
(
き
こ
の
施
設
は
こ
れ
ま
で
定
員
五
丈
一
に
は
国
・
県
の
補
助
、
市
債
な
ど
五
百
一
日
ま
で
で
、
史
二
十
万
円
、
法
人
五
一
ま
す
。
か
け
な
お
し
を
す
る
と
そ
れ
だ
一
ダ
イ
ヤ
ル
童
話
の
と
き
は
、
「

施
設
蓄
補
助
金
十
五
万
五
千
円
、
一
九
百
十
八
万
四
千
円
、
職
員
給
与
改
一
結
果
、
次
の
か
た
が
た
が
選
ば
れ
ま
し
一
マ
河
野
道
夫
l
久
保
(
ぎ
を
収
容
し
て
い
ま
す
が
、
関
係
者
か
ら
王
十
万
円
。
三
月
末
完
成
の
予
定
で
、
一
十
万
円
高
子
補
雲
行
な
い
ま
す
一
け
お
そ
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
二

O
番
一
一
一

O
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
つ
な

住
民
基
本
台
帳
整
備
費
三
十
五
万
三
一
富
士
ナ
百
一
二
十
一
互
二
千
円
な
ど
一
九
(
敬
章
一
言
語
(
署
順
)
の
増
設
の
要
望
が
つ
よ
く
、
こ
ん
ど
一
一
新
学
期
に
は
新
顔
色
干
人
を
あ
わ
せ
一
一
と
二
九
番
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
一
が
り
、
ハ
ン
ド
ル
式
電
話
の
き
は

千
円
、
大
洲
宣
言
一
生
事
務
組
合
負
一
マ
干
害
に
よ
る
被
害
者
に
市
民
税
ζ
⑪
選
挙
管
理
委
員
一
マ
大
野
淳
子
菅
田
町
五
丈
島
員
を
は
か
る
こ
と
に
し
た
も
一
て
七
十
人
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
仁
な
一
(
指
定
金
融
機
関
)
一
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
電
話
局
の
譲
ナ
に
「
重
」
と
告

担
金
吉
一
二
十
五
万
九
千
円
、
農
業
信
一
減
免
す
る
条
例
l
干
害
に
よ
っ
て
一
英
国
議
治
郎
大
洲
(
新
)
マ
自
一
義

l
E

の

で

す

一

一

り

ま

す

。

一

伊

予

銀

行

大

洲

喜

一

ま

た

、

急

ぐ

必

要

の

な

い

こ

と

や

ま

一

げ

れ

ば

つ

な

が

り

ま

す

。

一

斉

警

l

大

洲

一

一

田

中

村

喜

一

ち

が

い

、

Zな
ど
伊
三

O
番
に
か
一
言
察
電
話

一

マ

河

原

円

乗

|

徳

森

一

干

害

被

災

業

者

に

融

資

一

香

川

相

互

銀

行

一

け

な

い

よ

っ

注

意

し

て

い

た

だ

き

三

一

派

出

所

や

駐

在

所

に

警

察

い

一

(

聖

書

、

委

員

が

欠

け

た

と

き

指

一

一

室

相

互

銀

行

一

ぎ

の

著

書

故

に

さ

し

っ

か

え

主

な

い

と

き

は

、

き

に

あ

る

蓄

電

一
名
順
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
干
警
に
よ
る
被
災
商
工
業
者
に
た
い
一
百
万
円
の
運
転
資
金
を
融
資
し
て
い
ま
一
愛
媛
相
互
銀
行
一
じ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
一
話
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

一す

)

τ

て
、
一
事
業
者
二
百
万
円
、
組
合
五
一
す
。
貸
付
期
間
壁
一
月
末
日
ま
で
で
、
一
八
信
用
金
庫
一

|
J
l
J
創刊
U
引
引
|

一

I
l
-
-
1
1
1
1
1
1
1
i
1川

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-

一
を
ト
し
ミ
成
人
に
一
②
…
満
二
十
歳
以
上
で
禾
蓄
の
か
た

一1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i
l
i
-
-

ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
こ
豊
富
な
観
光
、
資
源
と
と
も
に
、
地
通
の
建
設
、
そ
れ
に
大
洲
小
学
校
な
ら
一
川
九
~
問
一

一

一

車

水

引

な

ら

れ

た

み

一

O
申
出
期
日

一
一
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
一
と
を
大
き
く
わ
け
ま
し
て
申
し
上
げ
的
条
件
、
重
条
件
等
か
p
p遠

か

ら

ぴ

に

雲

小

学

校

の

改

築

で

あ

り

ま

一

議

時

な

さ

ん

、

ま

一

三

月

一

日

一「

l
i
l
-
-
1
1
1

ま
す
と
、
第
一
に
豊
か
な
市
づ
〈
り
ず
当
地
域
の
観
光
拠
点
と
な
る
こ
と
す
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
ら
の
施
設
が
一
白
亘
是
一

一

一

塁

玉

れ

た

は

選

挙

へ

一

O
申
出
場
所

一
市
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
を
目
ざ
し
開
発
行
政
の
積
極
的
推
進
が
期
待
さ
れ
る
本
市
と
し
て
、
思
い
本
市
の
教
育
文
化
施
設
と
し
て
は
ず
一
古
久
元
一

一

一

出

子

口

名

簿

に

未

登

一

市

役

所

の

窓

口

か

も

よ

り

の

連

絡

一
で
と
う
C
ざ

い

ま

す

。

を

図

っ

て

い

く

こ

と

で

あ

ηま
す
。
き
っ
た
施
策
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
か
し
く
な
い
、
よ
り
一
効
果
的
な
も
の
一
軒
窓
録
の
み
な
さ
一
所

一
希
望
に
満
ち
た
昭
和
四
十
三
一
年
遣
事
、
京
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
で
あ
り
、
乙
れ
ら
を
進
め
る
に
あ
た
を
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
一
還
に
ん
は
、
い
ま
一

O
申
出
蓄
用
紙

一
さ
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
雲
の
お
慶
農
業
の
抜
本
的
対
策
と
し
て
農
業
開
り
ま
し
て
は
、
商
工
観
光
振
興
開
発
あ
り
ま
す
。
一
は
で
き
選
挙
人
一

Eの
場
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

一
ぴ
を
申
し
上
げ
、
あ
わ
せ
て
変
ら
ぬ
市
発
、
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
千
二
百
八
委
員
会
の
答
申
を
ま
っ
て
具
体
的
な
そ
の
他
社
会
福
祉
、
環
境
衛
生
、
一
弘
ヨ
一

一

一

色

白

名

簿

へ

の

登

一

す

。

政
へ
の
む
支
援
、
。
協
力
に
た
い
し
、
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
農
用
地
造
振
興
方
策
を
打
ち
出
し
、
強
力
な
推
住
宅
等
の
諸
問
題
に
つ
章
式
し
て
一

a
A

『

一

『

也

、

録

手

続

き

を

家
主
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
む
成
事
業
と
取
り
組
み
、
経
営
規
模
の
進
量
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
も
、
積
極
的
な
施
策
を
盛
U
込

み

、

一

メ

1

ノ
;

一

!
?
H
z
j

し
ま
し
ょ
う

ざ

い

ま

す

。

ま

た

皆

さ

ま

が

た

か

一

品

向

月

!

こ

i

を

こ

こ

暴

自

治

す

突

の

志

賀

盃

句

在

住

一

義

一

い

関

、

2
5
3

手
紅
白
日
時

足
以
来
十
五
年
義

E
t定
刻
ノ
才

lpbu-芋
R
1

占
1

白
H
掛
川
、
入
ら
れ
て
お
り
ま
す
大
一
な
い
と
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
霊
会

え

る

に

い

た

り

ま

し

，

-

'

1

1

-

-

J

-

J

-

1

守

ι

1

洲
病
院
の
運
営
に
つ
一

一
簿
に
名
前
が
記
載
さ
れ
な
い
の
で
、
投

て

、

今

日

の

著

し

い

?

き

ま

し

で

も

最

善

の

一

霊

友

で

き

た

の

吉

努

力

ま

い

、

も

っ

一

手

る

こ

と

が

で

き

な

い

こ

と

に

な

り

巴

!

一

ま

ず

。

で

む

ざ

い

ま

す

が

、

て

市

民

の

皆

さ

ま

カ

↑

蓄

に

よ

せ

ら

れ

る

限

り

な

い

葉

に

た

の

C
信
託
に
き
た
よ
え
す
る
と
と
一
ま
た
、
乙
の
名
簿
喜
一
録
量
生

望

み

を

託

し

、

百

年

の

大

計

の

も

と

も

に

、

躍

進

の

昭

和

四

士

二

年

と

い

一

家

族

が

申

し

出

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

に
、
専
の
拠
点
都
市

tて
確

固

た

た

し

た

い

と

存

じ

て

お

り

ま

す

。

一

ま

す

し

、

一

撃

続

き

し

て

お

く

と

登

る

基

盤

薬

き

あ

げ

る

た

め

に

は

更

に

ど

っ

か

こ

の

う

え

と

も

に

、

豆

録

資

格

に

異

動

が

な

い

号

、

永

久

に

皇

室

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

乙

と

警

男

を

賜

わ

り

ま

す

よ

っ

お

願

一

名

簿

操

り

ま

ず

か

ら

、

必

ず

申

し

出

を

震

し

、

わ

た

く

し

は

新

し

い

決

意

い

い

た

し

ま

す

と

と

も

に

、

市

民

主

を

す

る

よ

う

仁

し

て

く

だ

さ

い

。

申

し

の

も

と

に

今

後

皇

居

対

処

し

て

い

皆

さ

ま

が

た

の

ご

多

重

お

す

い

出

に

は

必

ず

印

鑑

が

必

要

で

す

。

き

た

い

と

、

心

深

く

期

し

て

い

る

と

こ

た

し

ま

し

て

年

頭

の

ご

あ

い

さ

つ

と

一

。

。

ろ

で

あ

り

ま

す

。

い

た

し

ま

す

。

一

Q
登
議
の
資
格

そ

こ

で

本

ョ

こ

く

に

取

り

上

げ

て

①

本

年

三

月

一

日

ま

で

に

満

二

十

歳

4期
5期

干
害
で
市
民
税
減
免

市県民税
保険税

十
二
月
市
議
会
で
き
め
る

会尽の納税

市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
十
六
日
か
ら
八
日
間
聞
か
れ
、
お
も
に
農
林
、
土
木
、
教
育
関
係
事
業
費
を
計
上

し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
四
千
七
百
九
十
二
万
円
、
干
警
に
よ
る
市
民
税
減
免
の
条
例
な
ど
二
十
九
議
案
の
ほ

か
、
陳
情
・
請
願
二
十
六
件
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
決
算
の
二
議
案
を
縦
続
審
議
、
そ
の
他
を
原
案
可
決
し
た

ほ
か
必
要
な
決
定
を
し
ま
し
た
。

マ
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
条

例
1
議
会
議
員
や
そ
の
他
の
非
常
勤

職
員
の
公
務
災
害
補
償
に
つ
い
て
定

め
、
十
分
な
活
躍
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
も
の
。

マ
ム
ヰ
ノ
う
ち
症
救
済
の
法
律
制
定
意
見

書
l
議
員
提
案
に
よ
る
も
の
で
、
ム

オ
っ
ち
症
の
症
状
は
追
突
事
故
発
生

か
ら
相
当
時
日
券
経
過
し
た
後
に
現

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
補
償
問
題
も
解

決
が
E

設
立
口
、
そ
れ
に
難
治
性
で
種

々
の
後
遺
症
が
残
る
た
め
、
被
害
者

の
社
会
復
帰
は
困
難
で
、
そ
こ
か
ら

多
く
の
悲
劇
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

指
摘
、
政
府
に
た
い
し
法
律
上
の
救

済
を
求
め
る
も
の
。

農
作
物
に
著
し
く
被
害
を
受
け
た
者

に
た
い
し
、
一
定
基
準
に
し
た
が
っ

て
市
民
税
の
減
免
を
行
な
う
も
の
。

河

野

氏

名

勝

グ

臥

龍

の

淵

グ

を

の

ぞ

む

(
臥
龍
苑
か
ら
)

り

再

選

ますございつと新年おめで

大洲
学園

大
洲
市
長

村

清

上

拡
大
、
近
代
似
の
道
を
聞
く
と
と
も

に
、
後
誕
他
者
対
策
、
農
家
労
力
等
の

諸
問
題
の
解
決
に
あ
た
び
、
所
得
の

飛
躍
的
増
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
商
工
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
日
の
商
工
業
を
め
ぐ
る
客
観
情
勢

に
対
処
し
、
商
府
街
の
造
成
、
経
営

の
合
理
他
、
近
代
化
の
育
成
助
長
、

セ
.A光仇
U
Eに
お
き
ま
し
て
は
、

な
お
、
乙
れ
に
関
連
す
る
土
地
利
用

計
画
あ
る
い
は
道
路
の
整
備
等
に
つ

き
ま
し
で
も
十
分
意
を
用
い
て
い
く

考
え
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
二
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

た
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
文
化
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
一
ま
す

中
で
も
最
も
大
き
い
も
の
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
久
し

く
望
ん
で
乙
ら
れ
ま
し
た
市
民
会
館

結婚と挙式のご相談は

結婚相談所へ
市公会堂内(電2111) 

毎日(日、祭日除く)午前q時から正午まで、常

勤所員がど相談に応じております。せいぜいご利

用ください。

大 洲 市 結 婚 相 談 所



;関1;

ー
ト
ル
、
高
ヂ
一
-
-
t
メ
ー
ト
ル
、
枝
一
ざ
や
か
な
色
彩
で
食
ぜ
ん
を
豊
か
に
し

拡
が
り
東
西
二
五
・
九
メ
ー
ト
ル
、
一
て
く
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
割
り
高
で
す

南
北
一
二
・
五
メ
ー
ト
ル
。
他
の
ム
一
が
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
豊
富
な
の
で
、
こ

ク
ノ
キ
は
目
通
り
圏
一
一
・
二
五
メ
I
一
の
季
節
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
ほ

ト
ル
。
エ
ノ
キ
は
目
通
り
周
二
・
八
一
う
れ
ん
草
も
だ
い
ぶ
安
〈
な
り
ま
す
の

メ
ー
ト
ル
と
二
・
四
メ
ー
ト
ル
。
シ
一
で
、
お
お
い
に
利
用
い
た
し
ま
し
ょ
う

一
フ
カ
シ
の
目
通
り
周
二
・
八
メ
l
ト
一
お
魚
類
は
冷
凍
物
が
豊
富
で
、
お
料

ル
。
イ
チ
ョ
ワ
二
・
二
七
メ
ー
ト
ル
一
理
に
こ
と
欠
き
ま
せ
ん
が
、
時
に
は
く

あ

り

ま

す

。

一

じ

ら

肉

も

お

い

し

い

も

の

で

、

鉄

仮

焼

民
子
の
か
た
た
ち
は
先
祖
代
々
敬
一
き
は
な
か
な
か
捨
て
が
た
い
昧
が
あ
り

け
ん
の
念
を
も
っ
て
神
社
が
護
り
伝
一
ま
す
。
食
べ
ず
ぎ
ら
い
な
人
が
い
ま
す

え
、
今
仰
ぎ
見
る
老
大
木
か
ら
は
清
一
か
ら
、
し
よ
う
ゆ
に
玉
ね
ぎ
の
す
り
お

浄
、
森
厳
、
悠
久
、
静
ひ
っ
等
精
神
一
ろ
し
た
汁
や
し
よ
う
が
汁
を
い
れ
た
タ

の
深
み
を
感
じ
さ
せ
て
、
学
術
上
貴
一
レ
を
つ
く
り
、
し
ば
り
く
つ
け
て
か
ら

重
な
ば
か
り
で
な
く
、
精
神
生
活
上
一
焼
く
と
だ
れ
に
も
喜
ば
れ
る
で
し
ょ
う

に
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
一
乾
物
の
乙
つ
や
ど
う
ふ
も
ま
だ
寒
い

な
「
か
て
」
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
一
季
節
の
こ
の
ご
ろ
に
は
最
適
で
、
消
化

(
市
教
委
社
会
教
育
課
)
一
も
よ
く
、
た
ん
ぱ
〈
質
も
豊
富
で
、
お

ー
ー
ー
リ
1
1
q
J
1
)

一
べ
ん
と
ヲ
の
お
か
ず
に
は
も
っ
て
こ
い

一

'

'

一

で

す

。

一

ノ

毛

一

一

斉

の

し

ゅ

ん

と

い

え

ば

塁

手

一

の

-4一
一
あ
お
や
ぎ
(
パ
カ
貝
と
も
い
い
ま
す
)

一

乙

‘

本

議

伝

一

と

ヲ

ケ

ギ

の

す

み

そ

芝

が

お

い

し

く

月

十

六

日

吉

一

斉

二

十

日

ま

で

四

十

一

ら

二

三

一

時

に

回

ナ

ジ

ブ

ラ

も

喜

ば

れ

ま

し

ょ

う

二

年

度

の

住

宅

改

良

資

金

貸

付

け

の

申

一

4

/
ミ

で

一

口

ニ

月

の

す

ま

い

込

み

の

受

付

け

を

次

の

と

お

り

行

な

い

一

治

一

一

』

一

台

所

仕

事

は

ま

だ

ま

芸

m
え
ま
ず
。

ま

す

。

一

賞

品

の

交

付

期

間

は

一

月

二

十

日

一

乙

と

し

の

立

喜

一

月

五

百

o

暦
冨
の
台
所
に
、
全
部
カ
ー
ペ
ッ
ト
類

。
貸
付
打
差

Zれ
る
人
占
分
一
か
ら
七
月
十
音
ま
で
て
す
カ
、
当
一
の
上
で
は
春
が
き
て
も
、
ま
だ
ま
た
寒
一
義
く
と
い
う
よ
つ
な
こ
と
も
で
き
ま

も
し
も
交
通
事
故
に
あ

O
最
近
は
自
殺
で
も
な
い
替
、
被
歪
む
た
め
の
持
ち
家
を
改
良
す
る
人
一
せ
ん
さ
れ
た
か
た
は
、
な
る
べ
く
早
一
さ
は
き
び
し
長
い
北
西
風
が
吹
き
あ
一
せ
ん
が
、
立
っ
て
い
る
と
と
ろ
だ
け
で

害
者
の
過
失
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
一

O
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
工
事

l
E

く

Eり
の
郵
便
局
へ
は
が
き
主
れ
ま
す
。
か
ぜ
な
ど
に
と
り
つ
か
れ
な
一
も
マ
ッ
ト
類
を
お
く
と
冷
え
こ
み
が
ぐ

i
gじ

み
の
四
十
一
一
年
一
;
の
福
祉
施
設
や

i

一

日

間

一

日

誌

が

れ

U
保
険
額
の
最
低
額

2一

日

間

当

軒

並

立

計

弘

子

一

信

託

サ

の

こ

の

月

を

一

元

一

括

民

主

度
の
共
同
募
金
は
年
末
で
お
わ
り
ま
し
一
な
ど
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
-
一
-
一
発
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
工
事
に
要
す
る
費
用
の
七
割
以
内
で
一
せ
ん
し
た
番
号
の
余
白
に
受
取
人
の
一
こ
と
レ
は
つ
る
つ
年
に
当
た
り
二
一
一
で
す
っ
ぽ
り
つ
つ
め
る
幅
広
の
ク
ー
ル

た
が
、
九
十
八
万
ヘ
千
円
の
目
標
額
に
一
ま
す
。
一
働
き
な
が
ら
勉
強
し
た
い
と
い
え

O
車
両
番
雲
絶
対
に
掌
え
て
お
く
丁
目
談
、
裁
判
と
も
法
聖
続
き
が
め
十
万
円
か
ら
平
一
一
十
五
万
円
ま
で
O
一
利
率
一
署
名
か
、
押
印
が
必
要
で
す
。
一
月
一
干
音
と
な
り
ま
す
が
、
昔
か
ら
一
の
前
か
け
を
つ
け
る
と
た
い
へ
ん
暖
か

v~た
い
し
て
、
百
二
万
二
千
八
百
間
と
一
各
地
区
別
の
募
金
成
績
は
次
の
と
お
一
た
の
た
め
に
昭
担
一
干
八
年
襲
し
た
一

O
目
撃
者
を
さ
が
す
一
ん
ど
っ
。
で
き
れ
ば
、
警
察
の
童
相
一

l
年
六
分
O
償
還
l
期
間
半
年
以
内

C年
賀
状
で
住
所
録
の
整
理
を
一
二
月
は
逃
げ
る
月
と
い
わ
れ
、
あ
っ
と
ず

積
一
日
0
一
一
一
・
四
%
に
達
し
、
よ
い
成
績
を
一
り
で
す
。
一
日
本
放
送
協
会
学
園
高
校
も
、
こ
と
一

O
警
察
に
届
け
る
一
談
所
、
弁
護
士
会
の
交
通
事
故
処
理
委
一
で
、
原
則
と
し
て
元
金
均
等
一
一
か
月
払
一
年
賀
状
の
交
換
で
、
住
所
の
異
動
一
い
品
に
日
が
た
つ
て
し
ま
い
ま
す

0
1
Iば
す
ぎ
た
ら
、
ぽ
つ
ぽ
つ
室
内

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
壁
画
卒
業
生
を
送
り
出
そ
う
と
し
一
。
警
察
で
事
故
証
闘
を
も
ら
う
一
員
会
、
交
通
安
全
協
会
の
童
相
談
所
一
い
O
選
定
番
|
選
考
に
よ
る

O
申
込
一
や
新
住
居
表
示
制
度
に
よ
る
新
町
名
一
各
家
庭
で
は
出
費
が
そ
収
入
が
少

ζ
毒
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

昨

年

は

み

ぞ

っ

の

干

ば

つ

で

農

家

に

一

て

い

ま

す

。

一

言

断

書

を

も

ら

う

一

審

笥

、

市

役

所

、

新

聞

社

な

ど

の

と

み

白

公

庫

業

務

取

扱

い

の

金

話

題

一

番

号

が

変

更

さ

れ

た

も

の

は

、

乙

の

一

な

い

月

で

も

あ

り

ま

す

o

家
事
・
作
業
一
一
冬
の
よ
ご
れ
て
う
す
ぎ
た
き
な

限

ら

ず

被

害

が

あ

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

一

乙

Eの
募
集
人
員
は
七
千
宅
、
一

O
損
害
で
カ
か
っ
た
出
費
は
全
部
領
的
機
関
に
と
相
談
を
。
一
か
各
県
の
建
築
課
一
機
会
に
住
所
録
を
整
理
し
て
正
し
い
一
な
ど
手
ぎ
わ
よ
く
始
末
し
て
、
む
だ
の
一
っ
た
カ
ー
テ
ン
は
、
一
ぺ
ん
で
な
く
、

;

い

と

署

員

で

こ

の

一

一

貫

一

古

か

ら

員

一

一

吉

ま

で

の

一

収

書

を

も

ら

っ

て

お

く

。

一

l

i

l

-

-

一

|

一

あ

て

名

を

ひ

が

え

て

お

く

よ

う

に

し

一

な

い

き

に

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

事

つ

取

り

か

え

る

こ

と

で

す

。

ょ

よ

う

な

成

果

を

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

た

一

間

、

入

学

願

書

受

け

つ

け

ま

す

o

入

一

ま

た

、

加

害

者

が

示

談

一

住

宅

改

良

資

金

一

年

賀

は

が

き

一

て

く

だ

さ

い

n

(

大
洲
郵
便
局
)
一
卒
業
・
進
学
・
就
職
な
ど
を
ひ
か
え
一
C
れ
た
カ
ー
テ
ン
は
お
ふ
ろ
の
お
と
し

能

片

山

山

町

村

山

間

山

一

段

許

碍

持

活

μ
一

点

取

引

養

老

も

権

利

一

を

受

付

中

一

の

交

換

は

一

入

札

民

律

律

一

位

前

日

時

打

日

比

一

明

2い
か
踏
み
洗
い
に
し

九

時

訪

日

目

、

た

め

一

日

間

説

話

語

廷

が

あ

る

一

住

宅

金

融

ハ

ム

庫

高

松

支

所

在

、

一

一

O
書

持

詰

時

三

、

喜

一

無

料

相

談

一

日

日

開

討

転

出

叫

一

h
H
J
献
立
ぽ

乙

の

ま

と

こ

ろ

の

こ

も

っ

た

尊

い

募

一

都

北

多

摩

菌

立

町

富

士

見

台

日

本

き

損

じ

た

場

合

は

、

は

が

き

ま

た

は

一

お

互

い

の

人

権

を

す

、

明

る

い

社

一

気

持

ち

で

見

守

っ

て

や

る

こ

と

で

す

。

一

事

事

い

よ

う

で

す

。

空

気

が

乾

燥

し

金

は

、

さ

っ

そ

く

愛

媛

県

共

同

募

金

会

一

放

送

協

会

学

園

高

校

)

の

事

務

局

へ

お

郵

便

切

手

と

交

換

で

き

ま

ず

か

ら

、

会

ー

を

つ

く

り

ま

し

ょ

う

。

こ

と

し

は

、

一

と

く

に

大

学

進

学

・

就

職

の

お

壬

己

ん

一

強

い

風

が

堅

己

、

火

災

発

生

の

危

険

が

へ

送

り

ま

し

た

が

、

回

募

金

会

で

は

、

一

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

郵

便

局

室

口

に

お

申

し

出

く

だ

さ

一

世

界

人

権

塞

一

一

己

か

呈

干

周

年

に

当

た

一

た

ち

は

、

焦

燥

感

や

不

安

感

に

お

ち

い

一

い

っ

ぱ

い

で

す

。

募

金

の

使

い

か

た

に

つ

い

て

一

慎

重

に

審

一

N
H
K蓄
は

、

全

国

主

学

区

と

い

。

一

り

ま

す

。

一

り

が

ち

で

す

。

は

た

の

も

の

が

そ

の

ペ

一

し

ろ

う

と

の

作

っ

た

コ

多

が

一

冬

。
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
の
拍
せ
ん
一
マ
と
き
一
旦
干
五
日
(
木
)
一

l
ス
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
よ
っ
、
心
が
け
一
を
過
し
た
た
め
、
い
た
み
が
き
た
り
、

と

賞

品

一

マ

と

こ

ろ

新

谷

連

絡

所

一

ま

し

ょ

う

一

ふ

ろ

場

の

煙

突

が

風

で

乙

わ

れ

た

り

し

年
賀
は
が
き
の
お
年
玉
抽
せ
ん
は
一
マ
相
談
の
内
容
一
口
ニ
月
の
食
生
活
一
て
、
火
災
に
な
る
例
が
多
い
そ
う
で
す

一
月
十
五
日
に
行
な
い
、
乙
の
当
せ
一
た
と
え
ば
、
夫
婦
親
子
、
土
地
家
一
二
月
は
、
野
菜
類
の
不
定
で
主
扇
は
一
し
ろ
う
と
作
り
は
け
っ
こ
う
で
す
が
、

ん
番
持
は
全
国
郵
便
局
の
窓
口
に
掲
示
一
屋
、
債
権
債
務
、
強
制
圧
迫
な
ど
一
苦
労
し
ま
す
。
乙
の
季
節
に
と
く
に
意
一
と
〈
に
十
分
な
点
検
が
必
要
で
す
。
家

し

て

い

ま

す

。

一

の

問

題

一

を

用

い

た

い

こ

と

は

、

ビ

タ

ミ

ン

C
不
一
の
ま
わ
り
の
燃
え
す
ゃ
い
も
の
が
斥
づ

乙
と
し
の
お
年
玉
は
、
一
マ
担
当
一
足
で
す
。
多
少
高
め
で
も
、
チ
シ
ャ
(
一
け
、
お
ふ
ろ
を
た
い
て
い
る
と
き
、
煙

一
等
ト
一
フ
ン
ジ
ス
タ
l
テ
レ
ビ
一
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局
一
英
語
で
レ
タ
ス
)
が
お
す
す
め
し
ま
す
一
突
か
ら
火
の
乙
が
出
て
い
な
い
か
つ
ね

十
型
二
千
九
百
本
一
大
州
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
一
月
半
ば
に
な
る
と
さ
や
え
ん
ど
う
ド
あ
一
に
確
か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
ο

恥
二
月
五
日
は
「
少
年
の
日
」
で
す
に
気
が
配
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

…
少
年
の
白
は
、
次
の
自
覚
・
立
志

O
国
一
旗
を
か
か
げ
ま
し
ょ
う
。
一

一
・
健
康
の
三
つ
の
願
い
を
こ
め
て
、
当
日
は
、
各
戸
に
閏
旗
を
か
か
げ
…
一

一
水
道
の
量
水
器
は
、
破
損
す
る
こ
と
一
す
る
通
信
制
課
程
の
正
規
の
高
等
学
校

ん

こ

と

し

満

十

四

歳

に

な

る

少

年

少

女

て

「

少

年

の

日

」

か

迎

え

た

少

年

一

一

一

…
一
の
な
い
よ
う
箱
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
、
一
で
、
修
業
一
年
践
は
四
年
、
卒
業
後
は
、

一

の

前

途

を

祝

福

す

る

臼

少

女

生

祝

い

ま

し

ょ

こ

一

ん
で
す
0

・
}
ぅ
。
一
一
毎
月
検
針
に
よ
っ
て
各
家
庭
の
水
の
使
一
高
等
学
校
普
通
斜
の
卒
業
資
格
が
管

一

①

少

年

誌

の

時

代

の

よ

ノ

』

O
「
少
年
式
」
に
参
加
工
用
事
算
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
一
れ
る
と
回
時
に
、
大
学
入
試
の
資
格
が

一
に
な
い
手
と
し
て
、
・
ー
日
し
ま
し
ょ
う
。
一
一
う
に
量
水
器
は
、
水
道
事
業
運
営
に
あ
一
得
ら
れ
ま
す
。
学
習
の
万
語
体
、
教
訓
桝

74り
よ
い
社
会
を
つ

Z、
泊
中
学
校
で
は
「
少
年
一
言
っ
て
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
た
一
書
、
学
習
書
(
皇
〕
学
習
用
の
ガ
イ
ド

〈
る
よ
う
社
会
人
と
年
式
」
が
行
な
わ
れ
ま
…
一
い
せ
つ
な
役
目
を
も
っ
て
お
り
ま
す
一
ブ
ッ
ク
)
の
ほ
か
に
N
H
Kの
テ
レ
ど

ん

し

て

の

自

党

を

さ

せ

ま

ゆ

す

o

十
四
歳
に
な
る
で
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
一
・

3
オ
の
通
信
高
校
豊
富
し

一

る

。

て

〈

t

少
年
少
女
を
も
っ
父
~
一
誤
針
や
検
針
が
全
く
で
き
な
い
場
合
が
一
て
学
習
す
る
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
り

一
②
少
年
は
人
生
に
と
っ

4

胡
町
兄
は
、
そ
ろ
っ
て
参
一
一
号
、
み
な
さ
ん
に
た
い
へ
ん
ご
去
ま
す
。

一
て
、
生
涯
の
運
命
が

b
5

加
し
と
も
言
語
一
一
を
か
け
る
結
果
主
り
ま
す
の
て
汐
一
言
、
君
主
対
象
と
し

一
き
ま
る
き
わ
め
て
大
、
月
い
ま
し
ょ
う
。
…
一
の
こ
と
に
つ
い
て
と
く
に
ご
注
意
く
だ
一
て
い
る
た
め
き
わ
め
て
安
ノ
¥
入
学
金

い
君
臨
で
あ
る
。

L

2

0

赤

飯

を

た

い

て

祝

い

一

一

さ

い

。

二

百

円

の

ほ

か

授

業

百

薬

害

、

学

一
自
分
自
身
の
将
来
の

1
い
ま
し
ょ
う
。
ん
一
①
い
つ
で
も
検
針
が
で
き
る
よ
う
に
一
習
書
代
金
な
ど
い
っ
さ
い
ふ
く
め
て
年

ご
~
め
に
、
し
っ
か
り
肘
朝
家
庭
で
は
震
を
た
一
大
き
な
荷
物
書
籍
童
書
の
上
一
間
五
千
五
百
円
、
こ
れ
を
一
カ
月
当
り

一
と
志
帯
ι
立
て
さ
せ
る
-
ノ
い
て
、
よ
り
美
し
く
一
一
に
置
い
た
り
、
ま
た
埋
め
た
り
し
な
い
一
に
考
え
る
と
授
業
料
だ
け
で
八
十
円
、

一
③
小
手
は
健
康
で
、
常
に
希
望
を
も
よ
り
た
く
ま
し
い
心
と
か
ら
だ
の
に
よ
う
に
。
一
す
ベ
ヱ
く
め
て
も
四
百
六
十
円
程
度

ん
っ
て
勉
学
に
仕
事
に
精
を
出
す
よ
成
長
量
っ
て
家
内
中
そ
ろ
っ
て
一
一
②
ど
己
て
も
さ
け
ら
れ
な
い
場
合
一
に
し
カ
な
り
ま
せ
ん
。

一

う

に

さ

せ

る

。

祝

い

ま

し

ょ

う

。

ヱ

は

水

道

課

に

連

絡

の

'

つ

え

、

位

震

を

変

一

ま

た

家

庭

で

は

、

次

の

こ

と

が

ら

一

一

更

す

る

よ

う

に

。

i
i
i
h
-
-
t
l
i
t
h
i
-
-
t
t
i
t
i
l
i
l
i
-
-
i
F一
③
と
か
〈
量
水
器
近
く
に
犬
を
つ
な

い
で
い
る
家
庭
が
あ
り
ま
す
が
、

y
ナ

な
ど
を
短
か
く
し
て
く
だ
さ
い
。水

道
課

(2) 日昭和 43年 1月 20 幸既法王ト，

目
標
額
を
上
回
る

共

同

募

金

し

め

き

る

す宵多巳

募
金
目
標
達
成
率

(

平

均

)

一

O
三
・
四
%

大

洲

一

O
三
・
四

平

野

一

O
一
・
四

南

久

米

一

O
五
・
七

菅

間

一

O
六
・
一

大

川

一

O
七
二
ニ

柳

沢

一

0
0
・
0

新

谷

一

0
0
・
九

三

善

一

Q
子

二

八

多

讐

一

0
0
・
0

上

蚕

戒

二

0
・一

(
市
共
同
募
金
会
)

第 143号

量
水
器
は
見
え
る
よ
う
に

N
H
K
学
園
高

校
生
徒
募
集

(42) 

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

一

の

宮

神

社

ム

ク

ノ

キ

・

エ

ノ

キ

・

シ
ラ
カ
シ
群
生
地

所
在
地
柳
沢
本
郷
一
の
宮
町
神
社
境
内

所

有

者

一

の

宮

神

社

(

山

町

和

H
A
年
川
月
3
日
)

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

か
ひ
か
れ
損
p

に
な
る
ま
い

査

…

調
日
一

行
問
一

差
口
却
一

の
刊
一

年
ど

少
し
一

青

…

市
青
少
年
間
青
少
年
、
児
章
生
徒
、
グ
ル
ー
プ

題
協
議
会
、
市
の
「
明
る
い
話
題
」
「
小
さ
な
親

教
委
、
答
察
署
切
」
「
か
く
れ
た
善
行
」
な
ど
。

で
は
、
青
少
年
@
提
出
期
日
二
月
五
日

の
健
全
育
成
の

@
提
出
先

一
つ
と
し
て
青

児
童
生
徒
に
あ
っ
て
は
、
学
校
教

少
年
の
善
仔
を

調
査
す
る
こ
と
育
課
長
へ
、
一
般
青
少
年
に
あ
つ

に
な
り
-
、
ひ
ろ
で
は
福
祉
事
務
所
長
あ
て
。

く
市
民
の
み
な
@
一
提
出
文
書

さ
ん
か
ら
の
推
被
推
薦
者
の
住
所
、
民
名
、
生
年

薦
伊
お
待
ち
し
月
日
、
性
別
、
転
業
ま
た
は
学
校

て
い
ま
す
。
名
、
学
年
、
そ
れ
に
韮
戸
付
の
具
体

⑤
対
象
的
事
実
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

新
年
を
迎
-
え
る
た
び
に
わ
た
く
し

た
ち
は
清
新
な
気
に
あ
ふ
れ
で
、
ま

ず
民
神
様
に
詣
で
ま
す
。
神
域
に
巨

樹
が
あ
れ
ば
、
わ
た
し
た
ち
の
心
は

ま
ず
ま
ず
清
め
ら
れ
高
め
ら
れ
て
、

年
頭
に
当
た
っ
て
の
決
意
も
固
い
も

の
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
標
高
約
四
百
メ
ー
ト
ル
の
柳

沢
本
郷
に
あ
る
一
の
宮
神
社
境
内
二

百
二
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル
(
六
七
坪

)
の
周
囲
に
は
、
ム
ク
ノ
キ
二
本
、

エ
ノ
キ
二
本
、
シ
ラ
カ
シ
、
ィ
チ
ョ

ヲ
各
一
本
が
あ
り
ま
す
。

大
き
い
ム
ク
ノ
キ
は
目
通
り
周
五

・
六
メ
ー
ト
ル
、
根
廻
り
七
・
一
メ

↑
老
大
木
で
お
お
わ
れ
た

神
社
境
内

ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
カ
メ
ラ

一
万
四
千
五
百
本

三
等
シ

l
y

十
四
万
五
千
本

四
等
封
筒
セ
ッ
ト

五
等
お
年
玉
切
手
シ
l
ト
な
ど

等

6

囲
量
鶴
田
鹿
即
時
晴

H
新
刊
図
書
案
内
H

愛
媛
の
文
佑
第
六
号

伊
予
史
談
方
一
八
七
号

伊
予
大
洲
藩
・
松
山
藩
替
地
問
題
の

研

究

(

桜

井

久

次

郎

)

資
本
の
自
由
化
(
奥
原
時
蔵
)

池
田
大
作
(
室
伏
高
信
)

初
志
貫
徹
|
食
生
活
革
命
を
に
な
事
フ

話
し
上
手
(
青
木
一
雄
)

生
τ

芦
抜
く
(
黒
田
嘉
一
郎
)

よ
く
も
わ
る
く
も
日
本
人
(
夏
堀
)

無

頼

(

藤

田

五

郎

)

現
代
の
犯
罪
(
亀
井
一
綱
)

自
由
の
狩
人
た
ち
(
秋
山
清
)

問
日
へ
の
絶
唱
(
む
の
庁
け
じ
)

チ
ャ
ー
チ
ル
名
言
集
(
佐
藤
亮
一
)

文
学
名
一
言
集
(
古
谷
綱
武
)

日
本
の
歴
史
別
5
(児
玉
幸
多
)

頭
の
体
操

4

(

多
湖
輝
)

世
界
文
学
全
集

l

(
モ
I
ム
)

日
本
文
学
の
歴
史
7
(井
本
農
一
)

戦
争
と
人
間
9

(
五
昧
川
純
平
)

刺

す

(

宇

野

千

代

γ

物
語
藩
史

2

(

児
玉
幸
多
)

読
史
総
覧
(
小
葉
田
淳
)

ク
ロ
I
ニ
ン
全
集
(
竹
内
道
之
助
訳

5

大
カ
ナ
リ

J

ヤ
航
路

6

星
の
眺
め
る
下
で
(
一
)

7

星
の
眺
め
る
下
で
(
二
)

9

花
を
持
て
る
女
性
他

日
天
国
の
鍵

日
孤
独
と
純
潔
の
歌

日
ス
ペ
イ
ン
の
庭
師
他

日
比
若
き
日
の
悩
み
他

日
人
生
の
一
途
上
に
て

団
地
の
田
市
て
ま
で

四
人
聞
社
会

日
本
城
郭
全
集
(
大
類
伸
)

1
北
海
道
・
青
森
・
岩
手
・
秩
田
県

3
茨
城
・
群
馬
・
千
葉
県

4
東
京
一
・
神
奈
川
・
埼
玉
県

7
愛
知
・
岐
阜
県

8
三
重
・
京
都
・
滋
賀
県

9
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山
県

悩
め
る
教
師
た
ち
(
吉
田
友
三
郎
)

こ
と
ば
の
生
活
の
た
め
に(

藤
原
与
一
)

現
代
夫
婦
館
(
毎
日
新
聞
社
)

昭
和
国
一
年
度
児
童
生
健
作
品
集

郷
土
資
料
目
録
高
知
市
民
図
書
館

わ
が
外
交
の
近
況
外
務
省

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
未
来
計
画
小
松

劣
等
感
自
我
と
の
闘
い
相
場

教
育
の
森

(
ω
)

村
松
喬


